
「第三次宮崎市地球温暖化対策実行計画」の取組結果
（令和8年2月　宮崎市環境部環境政策課）

目標： 平成25（2013）年度の温室効果ガス排出量を基準として、令和6（2024）年度までに26.92％以上削減する

期間： 平成30（2018）年度〜令和6（2024）年度の7年間

対象： 宮崎市のすべての組織や施設等（小中学校、出先機関等を含む）

○主に、電気の使用に伴うCO2排出量（オレンジ色）の増加が挙げられます。

　・電気の使用に伴うCO2排出量は、「電気使用量 × 電力排出係数」で算定します。

　・契約先の電力会社を変更したことによって、電力排出係数が上昇したため、CO2排出量も増加しました。

○今後の取組について

　電気の使用に伴うCO2排出量を削減するには、「電気使用量」と「電力排出係数」を削減する必要があるため、

　例として、以下の取組を進めることが大切です。

　・市の電気使用量は例年横ばいのため、省エネ設備の導入や、節電等の徹底に取り組む

　・電力供給契約を行う際は、再エネ電力メニュー（電力排出係数が0の電力）や、電力排出係数の低い電力会社

　　の選択を図る

　・市施設に再エネ発電設備を導入する

　　　図中の青枠について

宮崎市は令和3（2021）年度より、ごみ処理施設「エコクリーンプラザみやざき」の実施主体となりました。

そのため、令和2（2020）年度まではエコクリーンプラザみやざき（エコプラザ）における電気・燃料使用量

を算定外とし、旧基準（エコプラザ除外値）と比較しています。

令和3年度以降、エコプラザにおける電気・燃料使用量を算定開始し、新基準（エコプラザ算定値）と比較し

ています。

（１）直接的項目
　　　取組の結果、 となりました。（基準年度比で に留まりました）

【未達成の理由】

目標未達成 25.26%削減

　　※電力排出係数とは

　　　電力会社等が一定の電力を作り出す際にCO2をどの程度排出したかを示す指標。電力会社毎に毎年変動している。



【温室効果ガス排出内訳】 (t-CO2)

事業活動
基準年度

H25(2013)年度
目標

R6(2024)年度
実績

R6(2024)年度

電気の使用 CO2

燃料の使用 CO2

公用車の走行
CH4

N2O

下水、し尿、
浄化槽の処理  ※

CH4

N2O

カーエアコンの
使用　　　　  ※

HFC

合計 71,671.39 52,377.45

※処理量や処理人口、使用台数をもとに算定しているため、目標値は設定していません。

事業活動 取組目標
参考

H25(2013)年度
目標

R5(2023)年度
実績

R6(2024)年度

上水道使用量の削減 上水道使用量が前年度実績未満

ノーマイカーデー・
エコドライブの徹底

ノーマイカーデー実施率が前年度
を上回る

紙使用量の削減
紙使用量が前年度実績未満
（A4 換算）

廃棄物の減量化
廃棄物の減量化に努めるととも
に、リサイクルを推進

　　　（備考）

・間接的項目の達成度は、前年度実績と比較して進捗しているかどうかを判断します。

　（平成25年度の値は、参考値として掲載しています）

・廃棄物の減量化については、プラスチック資源ごみが増加＝リサイクルが進んでいる＝達成と判断します。
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（２）間接的項目
　　　取組の結果、いずれの項目も、 できました。取組目標を達成


